










































った。②研修後の看取り看護の変化：実践期間中の 12 週後と 24 週後に、看取り看護の振
り返りの記載を得た。また、研修終了後に面接調査を行い、M-GTAの方法で分析した。③
看取りに対する態度の変化：研修前後に、Frommeltのターミナルケア態度尺度で調査した。 
3．結果 研修の実施とデータ収集は、2013年 7月から 2014年 4月の間に行った。 
（1）データ数 講義の評価は 19 名から得た。研修後の看取り看護の変化と、看取りに対
する態度の変化は、実践期間中に看取りの経験があった 9名を分析対象とした。 
（2）講義の評価 「各期の時期区分」「各期の高齢者の心身の特徴」などの項目で、ほぼ
全員が理解しやすく有益で活用できると答えた。自由記載には、【特養の看取りについて論
理的に理解できた】などの理解、【過去の看取りに関する出来事について新たな視点で見直
した】などの行動化があったことが示された。 
（3）研修後の看取り看護の変化 研修前は、看護師は、看取り看護を、臨死期の【死の看
取り】と認識し、意味がわからないまま【根拠のない実践行動】を行い、看取ることに【不
安と煩わしさ】を感じていた。研修後は、看取り看護を【老衰死への過程における援助の
体系】ととらえ、高齢者の【看取り過程の時期の判断】ができるようになり、【看取りに関
するケアの根拠の明確化】【状況に照らしたケア方法の検討】【家族への働きかけの拡充】【チ
ーム内のコミュニケーションの促進】などの論理的思考に基づく看護が実践できていた。
またそのことによって、【看取りの意味づけの拡大】と【特養の看護師の役割の価値づけ】
が深まり、【実践に対する動機づけ】を得ていた。しかし、看取りに対する態度は、研修前
後で有意な差はなかった。 
Ⅵ．考察 
看護師は、講義によって看取り看護の全体像を理解したことで、高齢者の状態を自然な
衰退過程の一段階ととらえて、論理的に看護を展開することができるようになったと考え
る。看取り看護の全体像を理解する上では、看護を高齢者の衰退過程の時期区分によって
整理し可視化した資料が有効であった。また、看取り看護の課題や目標が明確になったこ
とで、看護師が看護を展開する能力を発揮できるようになったことが考えられた。本研究
結果は、対象数が少なく、また態度尺度では有意な変化はとらえられなかったことから、
一般化に限界があるため、さらに評価を重ねる必要がある。 
Ⅶ．結論 
 研修の後、看護師は、高齢者の将来の経過の予測とそれに基づいた看護実践ができるよ
うになり、特養の看護の価値を感じていたことから、本研修の意義が確認できたと考える。 
